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中学生における割合問題の解答過程の変化
―比の 用法に関する縦断調査から―

小野耕一（仙台市立柳生中学校）
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問題と目的 
割合は，算数・数学教育において最も重要な学

習内容の一つである。学習者にとって割合概念を

正確に理解することは，算数・数学に留まらず，

各教科の問題解決に必要不可欠である。ところが，

全国学力・学習状況調査の結果を見ると，「割合」

に関する正答率はあまり高くない。その背景とし

て，学習者の割合概念に関する認知的バリアの存

在が指摘されている（栗山， ）。

本研究では，中学生での学習が比の３用法の解

答過程に与える変化を縦断調査により検討するこ

とを目的とする。 
方 法 

対象者 年 月に地方都市の公立中学校

年生 名が対象者となった（調査Ⅰ）。彼らは調

査Ⅰの 年後の 年， 年生の時に同一の問題

に解答した（調査Ⅱ）。統制群として， 年の

年生 名が同一の問題に解答した（調査Ⅲ）。

材料 比の第 用法から第 用法までの問題を

題ずつ出題した。 
第 1 用法の課題 あるクラスの人数は 名で，

その中になわとびが好きな生徒が 名います。な

わとびが好きな生徒は何％ですか。（教科書の式）

8÷32=0.25 0.25×100=25   25%

第 2用法の課題 人のクラスでカメが好きな生

徒が ％います。カメが好きな生徒は何人ですか。

（教科書の式） 36×0.75=27 人

第 3 用法の課題 クラスの ％が男子で，男子の

人数は 名です。このクラスの生徒数は何名です

か。（教科書の式） 21÷0.6=35 人

 
結果と考察 

実験群の正答率の変化 （調査Ⅰ・Ⅱの比較）

第 用法から第 用法までの各問題の正答率が，

年生になると 割を超えており，学年が上がる

にしたがって問題解決が促進されていることが分

かる 母比率の差の検定， 。

実験群と統制群の比較 （調査Ⅱ・Ⅲの比較）

用法の正答率を比較すると，第 用法につい

てのみ，統計的に有意な差が見られた 母比率の差

の検定， 。教科書の立式を比較すると，統

制群 に対して実験群 であった。実験

群の方で比例関係や方程式による立式が多く見ら

れた。

 
立式の変化 （調査Ⅰ・Ⅱの比較）

第 用法の問題は，教科書通りの立式が多く，

年生になると正確に記述できている。また，第１

用法の代表的な誤答であった『「もとにする量」と

「くらべられる量」の逆転』が減少している

(26%→12%)。

第 用法でも教科書通りの立式は 割程度と多

い。解答傾向を見ると，特に比例関係を利用した

立式 %→ と方程式を利用した立式 %→1

が増加している。比例関係による立式は， ：

＝ ： として比の関係から求めている。特に

中学 年生のときに誤答であった生徒が， 年生

で正答した場合に見られた立式のパターンであっ

た。また，方程式を利用した立式は，中学理科の

教科書で紹介されているもので，第 用法の課題

を第 用法として解答する方法である。

第 用法では，中学 年生になると無回答が減

少し(24%→9%)，代わりに比例関係(2%→32%)や方

程式(2%→25%)による立式が大きく増加した。中学

１年生の時点では，立式すら難しい課題であった

ものの，比例関係の考え方をうまく利用すること

で解答できるようになったことが分かる。この結

果から，小学校の算数でつまずいたとしても，中

学校での学習を通して割合問題を克服できる可能

性が示唆された。

今後は，数学や理科のどのような学習が割合の

理解を促進するのか，その要因を検討していく必

要がある。
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対話をうながす学習環境デザイン（ ）
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問題と目的

性教育は，自他の性を理解し自己決定ができる

力を育むために行われる（文部科学省 ）も

のであり，現実の他者理解は主に「対話」のやり

取りによって行われる。しかし，性教育は学習者

がネガティブな印象を抱く（上田， ）だけで

なく，指導する側も，性教育の特質に起因する実

施への躊躇（岡本， ），やり方が分からない

（佐光ら ）というリスクを抱えている。そ

こで，本研究の目的は，「対話」に基づく性教育に

おける教員のリスクを明らかにし，学習環境デザ

インを検討するための基礎研究とすることである。

方 法

調査対象者 首都圏公立中学校の教員 名を対

象に自記式の質問紙調査を実施した。有効回答者

は 名（回収率 ％）であった。調査は，

年 月下旬から 月上旬にかけて行った。 
調査内容 性教育に対する意識に関しては，「性教

育のイメージ」「性教育の必要性」「性教育の適任

者（複数回答可）」 項目の回答を求めた。「対話」

に関しては，性教育において生徒が「対話」をす

る必要性について（ 件法），性教育において生徒

に「対話」させる抵抗感について（ 件法） 項目

の回答を求めた。なお，質問紙に，研究の趣旨，

個人情報の保護などを記載し，質問紙の提出をも

って同意とみなした。

 
結果と考察 

質問紙から得られた結果は，項目ごとに単純集

計を行い，自由記述は 法を援用した。

性教育に対する意識 
中学生に対する性教育の必要性については，

名（ ％）が必要であると回答した。性教育を実

施する適任者については（ ），医療従事者が

人（ ％），保護者が 人（ ％），養護教諭 名

（ ％），研修教員 人（ ％ ，教員 人（ ％）

の順に多かった。槌谷ら（ ）の高校教員への

調査でも，家庭教育に依存する傾向があることが

報告されており，本研究でも類似の結果となった。

また，性教育のイメージについては，大切だけど

難しい，恥ずかしいといった「感情」と月経や出

産といった「指導内容」に関する記述がみられた。

「対話」の必要性と抵抗感  

「対話」に基づく性教育の必要性については，

「必要がある」が 人（ ％）「必要がない」が

人（ ％）であった。その理由を各群分類したと

ころ総切片数が ， カテゴリーに分類された

（ ）。また，生徒に「対話」をさせる抵抗

感については，「抵抗がある」が 人（ ％）「抵

抗がない」が 人（ ％）であった。その理由を

各群分類したところ総切片数が ， カテゴリー

に分類された（ ）。
「対話」の必要性についての理由

群 カテゴリー N 具体例

必要ある
対話の必然性 ３ 性は他者抜きに語れないから

知識の定着 ２ 正しい情報と知識を指導した上で

必要ない

生徒のリスク ４ 嫌悪感を抱く生徒もいるから

場のリスク ２ 公の場で子供同士が話すべきでない

その他 １ 他者理解は他のテーマでできるから

「対話」をさせる抵抗感についての理由

群 カテゴリー N 具体例

抵抗あり

生徒のリスク ３ 自己開示が出来ない生徒もいるから

教員のリスク ２ 恥ずかしいから

科学的概念の定着 ２ 知識が定着していないと難しい

抵抗なし

過去の経験 １ 性教育担当の経験があるから

対話の必然性 ２ 対話の無い授業に違和感を抱くから

知識の定着 ２ まずは正しい知識の獲得が大切

郡司（ ）は，生徒にとって，性は自己関与

性が高いが故に恥ずかしさが表れやすいとし，実

態にあった学習環境デザインを提言している。本

調査でも，性教育のイメージと「対話」の抵抗感

において「恥ずかしい」という回答があったこと

から，教員においても性は自己関与性の高いもの

であり，授業をする際のリスクとなることが示唆

された。つまり，学習者と教員の恥ずかしさが混

在する学習環境では「対話」を賦活することは難

しいことが考えられる。しかし， 割が性教育の

適任者を医療従事者及び保護者と回答しているこ

と，「対話」の必要性と抵抗感に対する理由におい

て，正しい知識の定着が優先であるという記述か

ら，医療従事者をはじめ多様な参加者の共同的な

学習環境の創造が生徒と教員のリスクを下げ，「対

話」を賦活しやすいことが考えられた。

本調査の結果から，「対話」を賦活するためには，

教員は教えるという一方向の立場にならず，むし

ろ今あるリスクを抱えた状態で，学習者としても

参画するデザインが効果的であることが考えられ

た。今後は，生徒と教員の「立場」のリスクを「学

習環境」のリスクとして捉え学習環境デザインの

検討を行っていきたい。
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